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名古屋工業大学

独立行政法人大学評価・学位授与機構が実施した大学機関別認証評価について

1　評価の目的

　，独立行政法人大学評価・学位授与機構（以下「機構」という。）は、国・公・私立大学からの求めに

応じて、大学（短期大学を除く。）の教育研究活動等の総合的な状況に関する評価（以下「大学機関別

認証評価」という。）を、平成17年度から実施しました。この認証評価は、我が国の大学の教育研究水

準の維持及び向上を図るとともに、その個性的で多様な発展に資するよう、以下のことを目的として行

　いました。

（1）大学機関別認証評価に関して、機構が定める大学評価基準（以下「大学評価基準」という。）に

　基づいて、大学を定期的に評価することにより、大学の教育研究活動等の質を保証すること。

（2）評価結果を各大学にフィードバックすることにより、各大学の教育研究活動等の改善に役立てる

　こと。

（3）大学の教育研究活動等の状況を明らかにし、それを社会に示すことにより、公共的な機関として

　大学が設置・運営されていることについて、広く国民の理解と支持が得られるよう支援・促進して

　いくこと。

2　評価のスケジュール

　機構ほ、文部科学大臣から認証評価機関として認証されたことを受け、国・公・私立大学の関係者に

対し、大学機関別認証評価の仕組み・・方法についての説明会、自己評価書の作成方法などについて研修

会を開催した上で、大学からの申請を受け付け、自己評価書の提出を受けた後、評価を開始しました。

　　自己評価書提出後の評価は、次のとおり実施しました。

21年7月

8月～9月

10，月～12，月

12月～22年1月

　　　　　1月

3月

書面調査の実施

財務専門部会（注1）の開催（書面調査の基本的な進め方の確認等）

評価部会（注2）、財務専門部会の開催（書面調査による分析結果の整理、訪問調査

での確認事項及び訪問調査での役割分担の決定）

運営小委員会（注3）め開催（各評価部会問の横断的な事項の調整｝

訪問調査の実施（書面調査では確認できなかった事項等を中心に対象大学の状況を

調査）

運営小委員会、評価部会、財務専門部会の開催（評価結果（原案）の作成）

評価委員会（注4）の開催（評価結果（案）の取りまとめ）

評価結果（案）を対象大学に通知

評価委員会の開催（評価結果の確定）　　’

　　　　　　　　　　　　　（注1）財務専門部会…　　大学機関別認証評価委員会財務専門部会

　　　　　　　　　　　　　（注2）評価部会・・…　　大学機関別認証評価委員会評価音司会

　　　　　　　　　　　　　（注3）運営小委員会…　　大学機関男r駆証評価委員会運営小委員会

　　　　　　　　　　　　　（注4）評価委員会・…　　大学機関別認証評価委員会
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名古屋工業大学

3　大学機関別認証評価委員会委員及び専門委員（平成22年3月現在）

　（1）大学機関別認証評価委員会

赤岩英夫
鮎川恭三
池端三浦
江上節子
三池和夫
大塚雄作
岡本靖正
荻上紘一
梶谷　誠
金川克子
北原保雄
○小出忠孝

河野通方
児玉隆夫
後藤祥子
小林俊一’
小間　篤
齋藤八重子

佐藤東洋士

鈴木昭憲
永井多恵子
ハンスユーゲン・マルクス

福田康一郎

森本尚武
山内芳文
◎吉川　弘　之

元三馬大学長

元愛媛大学長

前東京外国語大学長

武蔵大学教授、東日本旅客鉄道株式会社顧問

国際高等研究所長

京都大学教授

前回京学芸大学長

大学評価・学位授与機構教授

電気通信大学長

神戸市看護大学長

元筑波大学長

愛知学院大学長

大学評価・学位授与機構評価研究部長

帝霊山学院学院長

里日本女子大学長

秋田県立大学長　　．，

科学技術振興機構研究主監

元東京都難曲段高等学校長

桜美林大学長

前秋田県立大学長

前日本放送協会副会長

南山学園理事長

医療系大学問共用試験実施評価機構副理事長

’元信州大学長

大学評価・学位授与機構教授

科学技術振興機構研究開発戦略センター長

　　　　　　※　◎は委員長、○は副委員長
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋工業大学

（2）大学機関別認証評価委員会運営小委員会

　赤岩英夫　元群馬大学長
　鮎　川　恭　三　一　元愛媛大学長

　岡本靖正　前東京学芸大学長
◎荻上紘一　大学評価・学位授与機構教授

　北原保雄　 元筑波大学長
　、児玉隆夫　帝塚山学院学院長
　小　間　　　篤　　　科学技術振興機構研究主監

　鈴木昭憲　前秋田県立大学長
　福　田　康「郎　　．　医療系大学間共用試験実施評価機構副理事長

　森本尚武　元信州大学長
　山内芳文　画学評価・学位授与機構教授

　　　　　　　　　　　　※◎は主査

（3）大学機関別認証評価委員会評価部会

（第7部会）

◎鮎川恭三　　元愛媛大学長

　荻　上　紘　一　　　大学評価・学位授与機構教授

　功　刀　・　滋　　　京都工芸繊維大学理事・副学長

　鈴木賢次郎　大学評価・学位授与機構教授・

○高井陸雄　前東京海洋大学長
○中　島　秀　之　　　公立はこだて未来大学長　　　　　　　　　　　　　一

　西．方正司　 東京電機大学教授
○西　永　　　頗　　　前豊橋技術科学大学長

○南　　　　　努　　　大阪府立産業技術総合研究所長

　山内芳文　大学評価・学位授与機構教授

　渡邉一衛　成瞑大学教授．
　渡邉和忠　長岡技術科学大学副学長

　　　　　　　　　　　　※　◎は部会長、○は副部会長

（4）大学機関別認証評価委員会財務専門部会

　赤岩英夫　元群馬大学長
　北村信彦　公認会計士、税理士

○佐　藤　東洋士　　　桜美林大学長

　清水秀雄　公認会計士、税理士

◎和田義博　公認会計士、税理士

　　　　　　　　　　　　※　◎は部会長、○は副部会長

　　　　　　　　　　一3一



名古屋工業大学

4　本評価報告書の内容

　（1）「1　認証評価結果」

　　　　「1認証評価結果」では、咀　基準ごとの評価」において基準1から基準11めすべての基準

　　　を満たしている場合に当該大学全体として機構の定める大学評価基準を満たしていると判断し、そ

　　　の旨を記述しています。また、対象大学の目的に照らして、「主な優れた点」、「主な改善を要する

　　　点」．等を抽出し、上記結果と併せて記述しています。　　　　　　　　　・

（2）「1　基準ごとの評価」

　　　「H　基準ごとの評価」では、基準1から基準11において、当該基準を満たしているかどうか

　の「評価結果」及び、その「評価結果の根拠・理由」を記述しています。加えて、取組が優れてい

　ると判断される場合や、改善の必要が認められる揚合等には、．それらを「優れた点」、「改善を要す

　る点」及び「更なる向上が期待される点」として、それぞれの基準ごとに記述しています。

（3）「参考」

　　　「参考」では、対象大学から提出された自己評価書に記載されている「i

　目的」、「iii自己評価の概要」を転載しています。

現況及び特徴」、ri

5　本評価報告書の公表

　本報告書は、対象大学及びその設置者に提供するとともに、文部科学大臣に報告しま洗また、対象

大学すべての評価結果を取りまとめ、「平成21年度大学機関別認証評価実施結果報告」として、印刷物

の刊行及びウェブサイト（http：／／ww．　niad．　ac．　jp／）への掲載等により、広く社会に公表します。
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名古屋工業大学

1　認証評価結果

　名古屋工業大学は、大学設置基準をはじめ関係法令に適合し、大学評価・学位授与機構が

定める大学評価基準を満たしている。

　主な優れた点として、次のことが挙げられる。

○　基本構想として主科系大学の世界拠点として、異分野との融合による新たな科学技術を創成し、有為

　の人材を数多く世に送り出すことを目指す「工科大学構想」を掲菰この構想を実現するための教育研

　究理念を「ひとづくり」、「ものづくり」、「未来づくり」としており、これらの理念・構想は、大学の構

　成員にも非常によく理解され、それを実現するための目的及び使命を明確に述べている。

○　平成17年度に、文部科学省現代GPとして当該大学が従来から推進してきたEGST教育の質の向上、

　定着を目指した「発信型国際技術者育成のための工学英語教育一「知識どしての英語」から「道具とし

　ての英語」へ一」が採択され、「その成果は亘（｝ST教育取組として継続しており、事業開始以前から開

　講されて陸た「科学技術英語L．H」をより集中的に、、より効率的に実施し、また、英語読本による多

　読課題クラスの対象を基礎クラス学生から全クラスの学生へと拡大している。「　　　　　　　ト

○　平成19年度に、文部科学省現代GPとして「〈啓き・支え・促し〉連携キャリア教育一工学系学生の

　ための実践的総合キャリア教育一」が採択されており、新たに構築したキャリアデザインプログラムの

　開講3年次及び博士前期課程1年次対象のジェネラルインターンシップの質・量の充実及び各相談室

　問の一体化が図られている。　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　r

O　平成14年度に、文部科学省21世紀COEプログラムとして採択された「環境調和セラミックヌ科学

　の世界拠点」の実績を背景に、最終年度である平成18年度にセラミックス科学教育研究院を設立し、

　その中の部門の一つにセラミックスCOE教育部を設け、大学院学生を対象に、海外留学、インターン

　シップを取り入れた実践的教育による人材育成を目指している。’

○　平成19年度に、文部科学省及び経済産業省の共催事業である「アジア人心資金構想」として留学生を

対象としだ「自動車産業スーパーエンジニア養成プログラム」が採択され、自動車関連企業と自動車部

　品工業会からなるコンソーシアムにより、白鼠車産業界での活躍を目指した教育プログラムを産学連携・

　で開発している。

○　学生のたゆの電子的な窓口である学内の学生ポ一曲ルサイトを利用して、図書館業務について各種検

索システムや図書貸出の予約などへの対応、授業の出欠管理を通しての長期欠席者などへの対応、キャ

　リアサポートオフィスによる就職情報サイトの設置を行っている。

主な改善を要する点として、次のことが挙げられる。

○　学士課程の3年次編入及び大学院課程で入学定員超過率が高い。

上記のほか、更なる向上が期待される点として、次のことが挙げられる。

○　工学教育総合センターにおいて、入学から学修、卒業及び蹴職に至るまでを総合的にとらえ連続性を

持った取組を継続的に推進し、工学教育の質の向上を図っているが、この取組の一層の推進が期待され

　る。

一5一



名古屋工業大学

1　基準ごとの評価

基準1　大学の目的

1－1　大学の目的（教育研究活動を行うに当たっての基本的な方針、達成しようどしている基本的な

　　成果等）が明確に定められており、その内容が、学校教育法に規定された、大学一般に求められ

　　「る目的に適合するものであること。

1－2　目的が、大学の構成員に周知されているとともに、社会に公表されていること。

【評価結果】

　基準1を満たしている。

（評価結果の根拠重理由）

1・二・二①細目藤醐又醸程踊簾）禰確に是颪痂自縛編爺霜
L．＿興野も壁＝磐墜野戦巨勲刺縫も2で璽・．．．．、．＿＿．．．．＿」
　当該大学は日．本の中でも製造産業の中心地である中京圏に位置しており、開学から今日まで100余年に

わたって工科系の単科大学として、近隣のみならず国内の「ものづくり」産業からその時々に必要とされ

る技術者・研究者を輩出してきた伝統にかんがみ、国立大学法人化に際し、基本構想として「工科大学構

想」を掲げている。この構想では、世界のものづくりの申心地である中京地区の工学リーダーとして、技

術イノベーションと産業振興を牽引するにふさわしい高度で充実した教育研究体制を整備し、国内の工科

系大学のみならず、世界の工科系大学と連携することにより、工科系大学の世界拠点として、異分野との

融合による新たな科学技術を創成し、有為の人材を数多く世に送り出すことを目指している。

　この基本構想を実現するための教育研究理念；として、「ひとづくり」、「ものづくり」、「未来づくり」を

掲げている。

　これらの理念・構想を実現するための当該大学の目的及び使命を、学則第1条に、「学校教育法（昭和

22年法律第26号）第83条第1項にのっとり、広く工学に関する学術の教授並びに研究を行い、世界の平

和と人類の幸福とに貢献し得る人間の育成に努めることを目的とし、併せて我が国の産業と文化の発展に

寄与することを使命とする。」と述べている。

　また、学則第1条の2において各学科の人材育成の教育日標を定めている。例えば、－第一部の生命・物

質工学科では、「「化学」をベースとして、物質化学の探究のみならず、生命機能や生体材料を研究・開発

するための基礎知識と技術を学び、食糧問題、エネルギー問題や環境問題など、人類が直面する様々な社

会的問題を解決し、持続可能な社会の実現、並びに人類・地球を豊かにする、工学的視野の広い技術者及

び研究者となる人材を育成する。」と定めている。

　これらのことから、大学の理念・構想及びそれに基づく目的や学科の教育目標が明確に定められ、その

目的が、学校教育法に規定された大学一般に求められる目的から外れるものでないと判断する。

11－1一②大学院を有する大学においては、大学院の目的（研究科又は専攻の目的を含覗）が、明確に定められ、そあ1

i　蹴報灘第99条に規定さ紘大隅般に求め・れ・・的から外れるものでな暁　i

大学院の目的は、大学院規則第2条に「名古屋工業大学（以下「本学」という。）の目的使命にのつど

り、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめて、文化の進展に寄与することを目的とする。ユ

と定めている。さらに、博士前期課程については同寸5条｝と「博士前期課程は、広い視野に立って憎憎な
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名古屋工業大学

学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うこと

を目的とする。」、また、博士篠期課程については同第6条に「博士後期課程は、専攻分野について、研究

者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力

及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。」とそれらの目的を定めている。これらの内容は、

学校教育法第99条に規定された、大学院一般に求められる目的に沿うものである。

　これに加えて、各専攻の教育目標も同第6条の2に定めている。例えば、物質工学専攻では、「近年の

物質研究の高度化・専門化に対し、先導的役割を果たし、先端的技術の研究開発に優れた能力を発揮させ

るため、、高度な教育と研究を行っており、物質・材料・生命・プロセスに関する専門分野について基礎か

ら応用に至る幅広い見地から、科学・技術の進展に貢献しうる人材を育成する。」と述べている。

　これらのことから、大学の理念・構想に基づく大学院の目的や専攻の教育目標が明確に定められ、その

目的が、学校教育法に規定された大学院一般に求められる目的から外れるものでないと判断する。

1－2一①　日的が、大学の構成員（教職員及び学生）に周知されているとともに、社会に広く公表されているか。

　当該大学では、入学後に行う学部・大学院の新入生オリエンテーション及び2～4年次の学年別在学生

ガイダンスの際に、教育担当副学長が、大学の基本構想及び教育理念について説明している。

　大学及び大学院の教育研究理念や目的の具体的な概要は、大学公式ウェブサイトの「大学紹介」にある

「学長ごあいさつ」と「教育研究理念」で解説され、広く社会に公表されている。また、企業、高等学校

生及び父兄等ぺ配付される大学概要並びに新入生に配付する『学生生活案内』には、基本構想と教育研究

理念、目的、各学科・各専攻の教育目標が掲載されている。

　教職員に対して実施されている新任研修において大学の理念・目標を説明するとともに、教員に対して

は毎年『学生生活案内』を配付し、目的の周知を図っている。

　さらには、大学説明会・オープンキャンパス、出張授業等を通して、直接、参加者へ各学科、各専攻の

教育目標を説明している。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　これらのことから、目的が大学の構成員に周知されているとともに、社会に広く公表されていると判断

する。

以上の内容を総合し、「基準1を満たしている。」と判断する。

【優れた点】

○　基本構想として工科系大学の世界拠点として、異分野との融合による新たな科学技術を創成し、有

　為の人材を数多く世に送り出すことを目指す「工科大学構想」を掲げ、この構想を実現するための教

　育研究理念を「ひとづくり」、「ものづくり」、「未来づくり」としており、これらの理念・構想は、大

　学の構成員にも非常によく理解され、それを実現するための目的及び使命を明確に述べている。
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